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Ⅰ 地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構の概要  
  

①設立目的  

地方独立行政法人山形県・酒田市病院機構は、地方独立行政法人法に基づき、医療の

提供、医療に関する調査及び研究等を行うことにより、庄内地域等の医療政策として求

められる高度専門医療を提供し、及び当該地域における医療水準の向上を図り、もって

住民の健康の維持及び増進に寄与することを目的とする。 

 

②事業内容 

(1) 医療の提供に関すること。 

(2) 医療に関する調査及び研究に関すること。 

(3) 医療に関する技術者の研修に関すること。 

(4) 医療に関する地域への支援に関すること。 

(5) 災害時における医療救護に関すること。 

(6) 前各号に掲げる業務に附帯する業務に関すること。 

 

③主たる事務所 酒田市あきほ町３０番地 

 

④役員  

職名 氏名 

理事長 栗谷 義樹 

理 事 鈴木  晃 

理 事 島貫 隆夫 

理 事 小熊 正樹 

理 事 内村 文昭 

理 事 齊藤 宗一 

理 事 佐藤 由枝 

理 事 菅原  司 

監 事 齋藤 俊勝 

監 事 加藤   栄 

 

⑤ 設置、運営する病院 

日本海総合病院 酒田市あきほ町３０番地 

日本海総合病院酒田医療センター 酒田市千石町二丁目３番２０号 
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⑥ 組織 

（理事会）

（法人管理部）

(救命救急センター)

組　織　機　構

　　(日本海総合病院)

　（酒田医療センター）

理事長・理事

法人管理部長

院 長 代 理

副院長(看護部担当)

副 院 長

病 院 長 診療部長

薬 局 長

総 務 課

診 療 科

薬 剤 部

検 査 部

放射線部

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ室

栄養管理室

地域医療室

医療連携室

事務局長

医 事 課

(兼)看護部長 看 護 部

病 院 長

Ｍ Ｅ 室

看護教務部

センター長 救命救急センター

参 事 総務医事課

内 科

ﾘﾊﾋﾞﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

栄養管理室

薬 剤 部

副看護部長 看 護 部

監 事

経営企画室

総 務 課

経営企画室

副 院 長

副 院 長

医療情報課

医療情報課
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⑦ 職員の状況  

 

※（ ）は法人管理部職員数で内数 

 

 

 ⑧ 資本金の状況 

    １３，４５６，３７６，６７８円（平成２７年１０月１日変更登記時） 

 

病院 

職種 

日本海総合病院 酒田医療センター 計 

Ｈ26 Ｈ27 増減 Ｈ26 Ｈ27 増減 Ｈ26 Ｈ27 増減 

医師･歯科医師 141 138 △3 3 3 0 144 141 △3 

医療技術員 138 140 2 27 33 6 165 173 8 

看護･介護職員 568 570 2 54 53 △1 622 623 1 

事務職員 48(11) 46(7) △2 5 5 0 53(11) 51(7) △2 

スタッフ職員 42(1) 42(1) 0 5 5 0 47(1) 47(1) 0 

計 937(12) 936(8) △1 94 99 5 1,031(12) 1,035(8) 4 

法人職員 925 927 2 92 96 4 1,017 1,023 6 

県派遣職員 6 6 0 0 0 0 6 6 0 

市派遣職員 6 3 △3 2 3 1 8 6 △2 

（４月１日現在） 
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◇平成２７年度の事業概要  

 
１ 診療計画及び診療に関する重点事項等 

（１）診療計画 

   日本海総合病院及び日本海総合病院酒田医療センター（以下「酒田医療センター」という。）

は、将来にわたり持続可能な経営に向けて努力するとともに、地域医療向上のために以下のよ

うな取組みを行った。 

 

 ①日本海総合病院 

   地域の中核病院として急性期医療の充実に努め、地域医療支援病院をはじめとする各種指定

の病院機能を十分に発揮し、「安心、信頼、高度な医療提供」及び「保健、医療、福祉の地域

連携」の基本理念に基づいた医療の提供に努めた。 

【日本海総合病院の機能】  

許可病床数 ６４６床 

診 療 科 

 

（２７科） 

内科、循環器内科、消化器内科、内視鏡内科、精神科、神経内

科、小児科、緩和ケア内科、外科、乳腺外科、小児外科、心臓

血管外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科、形成外科、リ

ハビリテーション科、皮膚科、産婦人科、泌尿器科、眼科、耳

鼻咽喉科、放射線科、歯科口腔外科、麻酔科、救急科、病理診

断科 

病 床 の 種 別 一般病床  

併設診療機能 救命救急センター、屋上ヘリポート 

特殊診療機能 ＩＣＵ（集中治療室）、ＨＣＵ（準集中治療室） 

未熟児室 

感染症病床 

放射線治療 

外来がん化学療法 

セカンドオピニオン外来 

人工透析 

地域医療室（地域連携・在宅療養支援など） 

救急外来機能 診療科全般 

そ の 他 病院間移動用ワゴン車、院内保育所 
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②酒田医療センター 

   回復期病棟２病棟（７９床）、療養期病棟１病棟（３５床）で、回復期医療及び療養医療の

充実に努めた。 

理学療法士等を増員し、休日も休むことなく、リハビリテーションを提供した。 

【酒田医療センターの機能】 

許可病床数 １１４床 

診 療 科 

（２科） 
内科、リハビリテーション科 

病 床 の 種 別 療養病床 

特殊診療機能 地域医療室（地域連携・在宅療養支援など） 

通所リハビリテーション（デイケア） 

そ の 他 病院間移動用ワゴン車 

 

（２）診療に関する重点事項 

 ①診療体制の整備 

医療需要の質的・量的変化や新たな医療課題に適切に対応するため、平成２７年度は次のと

おり診療部門の充実を図った。 

 

ａ）救急医療(日本海総合病院) 

○救命救急センターの機能の充実を図るため、救急科専門医１名を育成した。 

○酒田地区広域行政組合の「酒田救急ワークステーション」との連携強化を図り、当該組合

の要請によって引き続き医師及び看護師が救急車に同乗・出動した。 

【実績】救急車同乗・出動件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

３件 ５件 ４件 ２件 

○より症状の重い患者に救命救急センターの医師が対応できるよう、一般社団法人酒田地区

医師会十全堂（以下「酒田地区医師会」という。）の協力を得て、平日夜間救急外来（小

児を含む。）を酒田市の財政支援のもと継続して行った。 

【実績】救命救急センター受診状況 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ患者数 23,979名 24,653名 24,012名 25,039名 

酒田地区医師会 

診 療 支 援 

小児（延べ） （743名） （639名） （581名） （624名） 

成人（延べ） （1,715名） （1,582名） （1,280名） （1,250名） 

  ※（  ）内は、「延べ患者数」の内数である。 
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ｂ）がん医療(日本海総合病院) 

○がん患者の運動器の低下や生活機能の低下予防・改善を目的として、平成２７年９月から

がん患者リハビリテーションを開始した。 

【実績】がんリハビリテーション料 

 Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

日本海総合病院 
１３６名 

１，７８４単位 

   ○がん診療の強化のため、山形県市町村職員互助会との検診委託契約や酒田市ふるさと納税

での検診コース導入により、ＰＥＴ/ＣＴ検診の拡大に努めた。 

 【実績】ＰＥＴ/ＣＴ検査（検診）件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

検査件数 ４４２件 ８１１件 ８１９件 ９７５件 

(うち検診件数) （２２件） （１８６件） （１１２件） （１４８件） 

○手術、放射線療法及び化学療法を、効果的に組み合わせて治療を行った。 

【実績】手術、放射線療法、外来化学療法の件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

手術 １，１２３件 １，１１７件 １，０６８件 １，１１７件 

放射線療法 ７，７９３件 ７，９２８件 ６，７２６件 ７，９５９件 

外来化学療法 ３，０９２件 ４，９２２件 ３，７３９件 ４，３３７件 

  ※「外来化学療法」の件数は、延べ実施件数である。 

○緩和ケア医療の充実を図るため、緩和ケア内科を新規に標榜した。 

 【実績】病棟回診延べ患者数、緩和ケア外来患者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

病棟回診 ３６７名 ４４９名 ４５７名 ４４１名 

緩和ケア外来 １０５名 １６８名 １０１名 １６８名 

   ○地域医療構想において、高度急性期及び急性期病院を目指す方針としたことから、緩和ケ

ア病棟は設けずに対応することとした。 

   ○セカンドオピニオン外来を、次のとおり行った。 

    【実績】実施件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

４件（がん３件） 11件（がん10件） 7件（がん7件） 11件（がん７件） 

   ※（ ）は、内数である。 
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○地域がん診療連携拠点病院として、次のとおりがん登録を行った。 

 【実績】がん登録件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

院内がん登録 １，６８４件 １，７０５件 １，５８９件 １，３７９件 

地域がん登録 １，６５３件 １，６８０件 １，５４９件 １，３８９件 

○研修を修了した５名のがん相談員（看護師２名、社会福祉士３名）により相談を実施し、

患者及び家族の支援を行った。 

【実績】がん相談件数 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

８１８件 １，２０４件 ９６３件 １，０４１件 

 

ｃ）脳卒中・急性心筋梗塞 

○脳卒中、急性心筋梗塞の救急搬送患者に対しては、速やかに集中治療室に転送し、迅速な

救命治療の実施を図った。また、術後の速やかなリハビリテーションの開始により患者の

機能回復に努めた。 

○専門的医療やＣＴ、ＭＲＩ検査の２４時間対応を継続した。 

【実績】脳梗塞、くも膜下出血、脳動脈瘤、脳内出血で実施した件数 

機器 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

ＣＴ １，０１５件 ９３４件    ７３０件 ７２５件 

ＭＲＩ ８１９件 ９２９件    ８４４件 ８７７件 

【実績】心筋梗塞、狭心症で実施した件数 

機器 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

ＣＴ ２５５件 ２６５件    ３３１件 ３２８件 

ＭＲＩ ４０件 ３１件     １８件 ２５件 

○日本海総合病院は急性期リハビリテーションの充実を図り、酒田医療センターの回復期リ

ハビリテーションとの連携強化を図った。 

【実績】心大血管疾患リハビリテーション料Ⅰ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

日本海総合病院 
422名 

9,196回 

534名 

12,453回 

689名 

17,556回 

698名 

16,770回 
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 【実績】脳血管疾患リハビリテーション料Ⅰ 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

日本海総合病院 
1,303名 

44,118回 

1,400名 

43,956回 

1,492名 

49,034回 

1,146名 

48,726回 

酒田医療センター 
243名 

40,963回 

269名 

48,761回 

375名 

66,175回 

323名 

85,823回 

○患者の早期回復を図るため、日本海総合病院において休日の心大血管リハビリテーション

を継続して実施した。 

【実績】休日の実施件数等 

Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ患者数 回数 日数 延べ患者数 回数 日数 

1,341名 1,571回  121日 1,407名 1,542回 123日 

   ※理学療法士と病棟看護師が実施した数の合算 

 

ｄ）糖尿病(日本海総合病院) 

○チーム医療による食事療法、運動療法、薬物療法等を組み合わせた教育入院等の治療を 

継続して行った。 

【実績】教育入院患者数 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

８３名 ５２名 ６５名 ６６名 

【実績】個別栄養指導件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

入 院 ２３９件 ２５２件 ３００件 ２９８件 

外 来 ３３６件 ３２７件 ４００件 ３９６件 

合計 ５７５件 ５７９件 ７００件 ６９４件 

   ○糖尿病教室を次のとおり開催した。 

【実績】開催回数、参加人数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

開催回数 １２回 １４回 １６回 １９回 

参加人数 ４５名 ４４名 ５５名 ６５名 

○看護師と管理栄養士が共同で、次のとおり糖尿病透析予防指導を行った。 

【実績】糖尿病透析予防指導の実患者数、指導回数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 ２名 ２５名 ３０名 １４名 

指導回数 ５回 ５５回 ７３回 ３２回 
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ｅ）回復期リハビリテーション(酒田医療センター) 

○回復期リハビリテーションの充実のため、理学療法士４名、作業療法士２名をそれぞれ増

員し２９名体制とした。 

○土・日・祝日等、休日も休むことなくリハビリテーションを提供する体制を整え、休日リ

ハビリテーションを実施した。 

【実績】休日リハビリテーション実施状況（５月１日～） 

 延患者数 回数（単位数） 実施日数 

回復期リハビリテーション ６，７４６名 １７，７３６単位 １１４日 

○外来及び通所リハビリテーション（デイケア）の利用者拡大を図った。 

【実績】リハビリテーション科の延べ患者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

入 院 １１，３６６名 １１，７７６名 ２３，２５６名 ２４，５８８名 

外 来   ２８４名   ３９２名     ５３４名 ５５９名 

【実績】リハビリテーションの実施状況 

 

 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

実患者数 

回数(単位数) 

外来リハビリテ

ーション 

９名 

 ２９９回 

１８名 

４９８回 

１３名 

４３３回 

２０名 

６２７回 

通所リハビリテ

ーション 
 

２０名 

１，０４０回   

２２名 

１，６５１回   

２９名 

１，７５２回   

     ※「通所リハビリテーション」の「回数（単位数）」は、利用者の通所回数である。 

 

ｆ）在宅医療支援及び療養支援 

○日本海総合病院では、地域医療室及び医療連携室の看護師７名又は社会福祉士３名が、

地域の介護・福祉・医療機関及び患者との退院調整業務を行った。 

○酒田医療センターでは、看護師２名体制で、退院調整及び入院前面談等を行った。 

【実績】退院調整（日本海総合病院） 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

他 病 院 875件 953件 984件 893件 

在   宅 522件 492件 416件 450件 

介護老人保健施設 70件 84件 98件 101件 

介護老人福祉施設 154件 110件 118件 92件 

ショートステイ 89件 101件 82件 75件 

有料老人ホーム 115件 130件 112件 151件 

そ の 他 81件 61件 69件 62件 

合 計 1,906件 1,931件 1,879件 1,824件 

 



  10 

 

【実績】退院調整（酒田医療センター） 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

他 病 院 28件 33件 38件 39件 

在   宅 177件 231件 324件 309件 

介護老人保健施設 39件 41件 24件 22件 

介護老人福祉施設 5件 1件 3件 4件 

ショートステイ 11件 8件 10件 18件 

有料老人ホーム 21件 12件 13件 20件 

そ の 他 8件 4件 2件 1件 

合 計 289件 330件 414件 413件 

【実績】入院前面談件数（酒田医療センター） 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

入院前面談件数 ３９７件 ４９６件 ５３５件 ４３４件 

うち入院患者数 ３７７名 ４７１名 ５０６名 ４０８名 

○在宅患者及び介護・福祉施設の入所者に対して、かかりつけ医及び介護支援専門員・福祉

施設職員と連携して医療支援を行った。 

   ○酒田医療センターと酒田地区医師会訪問看護ステーション「スワン」は、互いの協力が必

要な患者において、酒田医療センターの空床状況を提供するなど、それぞれの情報を交換

し、より適切な対応をとることができるよう連携を図った。 

   ○在宅医療・介護連携支援室「ポンテ」で開催した各種研修会や会議に、酒田医療センター

の看護師、作業療法士等を講師として派遣し事業の連携を図った。 

 

ｇ）その他 

○日本海総合病院と酒田医療センターの両病院間における患者の移動のため、「げんき号」

を定期便の他、必要に応じて臨時便を運行した。 

【実績】利用実績 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ乗車人数 4,057 名 3,975 名 3,751 名 3,307 名 

乗 車 率 12.9％ 12.7％ 12.2％ 10.8％ 

 

②災害時や健康危機における医療協力 

  ○ＤＭＡＴ等の派遣要請を要する災害等が発生しなかったため、医療救護活動を行うことは

なかったが、災害発生に備え、各種訓練や研修会に積極的に参加し出動態勢を整えた。 

  ○酒田市が実施する「酒田市総合防災訓練」は、酒田市長選挙のため中止となったが、災害

発生時に備え、他の機関が実施した災害医療訓練又は研修に、次のとおり参加した。   
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訓練実施日 会 場 訓練・研修名 参加人数 

H27.8.8 庄内空港 山形県災害時医療救護訓練 １３名 

H27.8.22～23 新潟市 ＤＭＡＴ技能維持研修（東北ブロック） １２名 

H27.8.31～9.1 東京都 総合防災訓練  ６名 

H27.10.3～4 盛岡市 東北ＤＭＡＴ参集訓練  ５名 

H28.1.16～17 仙台市 ＤＭＡＴ技能維持訓練（東北ブロック）  ９名 

H28.2.9 山形県庁 広域災害救急医療情報システム（EMIS）研修会  １名 

○他の機関が実施した災害医療訓練及び研修に、次のとおりインストラクターを派遣した。 

研修実施日 会 場 訓練・研修名 派遣人数 

H27.8.22～23 新潟市 ＤＭＡＴ技能維持研修（東北ブロック） ２名 

H27.8.31～9.1 東京都 総合防災訓練 ２名 

H27.10.3～4 盛岡市 東北ＤＭＡＴ参集訓練 ２名 

H28.1.16～17 仙台市 ＤＭＡＴ技能維持研修（東北ブロック） ２名 

○ＳＣＵ（航空搬送拠点臨時医療施設）の機能整備への協力として、山形県が所有する医療

用資機材を日本海総合病院のＤＭＡＴ資材庫で預かり管理を行った。また、山形県が実施

した県災害時医療救護訓練の中で、庄内空港ＳＣＵ活動を想定した訓練が実施され、日本

海総合病院のＤＭＡＴも参加した。 

○災害発生時に備え、既存の「災害対策マニュアル」を改訂するとともに、災害対策委員会

が主体となって、日本海総合病院全職員、委託業者及び地域の医療従事者を対象に、災害

対応実動訓練等、災害医療研修を次のとおり実施した。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 場 所 訓練・研修名 参加人数 

H27.5.14 
日本海総合病院  

講堂 

【研修会】 

災害医療の基礎とトリアージ 

１５３名 

H27.6.25 

日本海総合病院 

エントランス 

【研修会】 

模擬患者を使ったトリアージ 

協力：酒田地区広域行政組合消防本部 

１３３名 

(うち院外 

２１名) 

H27.7.23 

日本海総合病院 

講堂 

【研修会】 

大規模災害発生時の日本海総合病院の

役割 

１２２名 

H27.9.12 

日本海総合病院 

エントランス 

【訓練】 

災害対応机上訓練 

協力：酒田地区広域行政組合消防本部 

９７名 

(うち院外 

１名) 

H27.10.17 

日本海総合病院 

エントランス 

【訓練】 

災害対応実動訓練  

協力：酒田地区広域行政組合消防本部、 

   鶴岡市消防本部、県立新庄病院 

ＤＭＡＴ、鶴岡市立荘内病院、 

酒田市立看護専門学校 

２７４名 

(うち院外 

３８名) 
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○災害発生時に備え、災害対応に必要な物品を整備した。  

機 器 名 メーカー 規  格 数量 

ＮＢＣ防護服用吸引管 ㈱ワコー商事 ＷＡＭＫ－１  ６個 

ＬＥＤ式懐中電灯 
小泉成器㈱ 

パナソニック㈱ 

ＦＦＬ２８１Ｊ 

ＢＦＢＳ０１ＰＷ 

 ３個 

 ３個 

トランシーバー用 

バッテリー 

バーテックススタン

ダードＬＭＲ(同) 
ＦＮＢ－Ｖ８７ＬＩ  ２個 

ＤＭＡＴ隊員用 

ユニフォーム 

㈱ノルメカエイシア 

㈱バートル 

Ｔ－５３００ 

６１０３－３、６１０７－３ 

 ３着 

２０着 

○株式会社伊藤園と「災害時における飲料水等の供給に関する協定」を締結し、日本海総合

病院に、地域貢献型自動販売機（災害救援型）を２台設置した。 

○災害時においても、優先納入ができることを条件として物品購入契約を締結し、優先納入

体制を維持した。 

○新型インフルエンザ等対策特別措置法に規定する県の指定地方公共機関として、「庄内地

域新型インフルエンザ等対策行動要領」の改定に参画した。 

 

 ③政策医療の実施 

○第二種感染症指定医療機関として、マニュアルの見直しを行うとともに、速やかな感染症

患者の受け入れのため、関係機関とともに「庄内地域新型インフルエンザ等関係機関対策

合同訓練」を実施した。 

【実績】 

実施日等 関係機関 参加人数 

Ｈ27.10.23 

日本海総合病院 

山形県庄内保健所 

酒田地区広域行政組合消防本部 

庄交ハイヤー株式会社 

７１名 

(うち関係

機関 28 名) 

○「認知症疾患医療センター」を運営し、引続き認知症疾患患者の専門医療相談、鑑別診断

等を行った。 

【実績】相談件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

新規相談件数 ７８９件 ７３３件 ７４１件 ５９１件 

継続相談件数 ２８６件 ４１６件 ３５５件 ３２１件 

  ○院内コーディネーター及び関係部門が参加し、脳死下臓器提供を想定した訓練を実施した。 

    【実績】 

実施日等 研 修 内 容 等 参加人数 

Ｈ28.1.23 

日本海総合病院 

講堂 

「脳死下臓器提供シミュレーション」 

東北大学メディカルメガバンク助教 

戸子台 和哲 先生 

 

２７名 
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○臓器移植の提供施設として、日本臓器移植ネットワークと連携し、心停止下での臓器提供

を実施した。 

【実績】 

実施日 臓器及び提供先 

Ｈ28.2.11 

女性１名 

腎臓（右） 山形大学医学部附属病院 

腎臓（左） ＪＣＨＯ仙台病院 

○地域の小児医療機関の協力を得て、午後５時１５分から午後１０時まで、小児科医が救命

救急センターに常駐し、地域の小児救急医療体制の確保に努めた。 

○二次周産期医療を行う拠点病院として、周産期に係る比較的高度な産科医療を実施した。 

【実績】母体・新生児の救急受入れ患者数等 

 Ｈ２６ Ｈ２７ 

救急受入患者（母体）数 ７名 ５名 

救急受入患者（新生児）数 ８名 ４名 

緊急帝王切開術数   ２２件 ２７件 

 

④医療スタッフの確保及び資質向上 

  ａ）医療人材の確保・育成 

○医学生の教育及び医師育成のため、臨床研修医、レジデント及びスチューデントドクター

等を受入れた。 

 【実績】臨床研修医等の年間受入れ人数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

臨床研修医 ２１名 ２０名 ２８名 ２９名 

レジデント １６名 ２３名 ２８名 ２２名 

スチューデントドクター（山形大学） １９名 ３８名 ５１名 ８７名 

臨床医学修練生（東北大学）  １名   ２名   ０名  ２名 

地域医療実習生（東北大学）  ４名   ４名   ５名  ４名 

都道府県拠点病院実習（自治医科大学） － － －  １名 

地域保健実習（群馬大学） － － －  １名 

○地方独立行政法人那覇市立病院の２年次臨床研修医３名と、日本海総合病院の２年次臨床

研修医６名との間で、臨床研修医を相互に受け入れる交換地域医療研修を実施した。 

○医師以外の医療スタッフの育成をするため、各種学校等の要請に基づき可能な限り実習生

の受入れを行った。 
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【実績】実習生等の受入れ状況 

受入れ部署 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

看護部(酒田市立酒田看護専門学校含む)  ８９名  ９９名 １００名 １０２名 

薬剤部   ０名   １名   １名   ０名 

検査部   ０名   ２名   ２名   ２名 

リハビリテーション室（科）  １３名  １６名  １８名  １６名 

ＭＥ室   ０名   ２名   ３名   １名 

栄養管理室   ３名   ４名   ３名   ５名 

歯科口腔外科   ３名   ０名   ６名   ４名 

医事課   ３名   １名   ２名   ２名 

医療連携室   ２名   ６名   ５名   ２名 

○より質の高い看護を提供するため、次のとおり研修会を実施した。  

実施日 対象者 参加人数 研  修  内  容  等 

H27.6.18 

H27 年度 

部署 

研究者 

 21 名 

「看護研究（部署）：看護研究計画書を的確に書くことができる」 

山形大学 医学部看護学科 基礎看護学講座 

教授 片岡 ひとみ 氏 

H27.6.18 

H27 年度

全看護 

職員  

175 名 

「文章の基本・課題レポートの書き方を学び、文章力を身につける」 

山形大学 医学部看護学科 基礎看護学講座 

  教授 片岡 ひとみ 氏 

H27.6.22 

H27 年度 

個人研究 

ラダー４ 

研究者 

 16 名 

「看護研究（部署）：看護研究計画書を的確に書くことができる」 

山形大学 医学部看護学科 成人慢性期看護学講座 

准教授 武田 洋子 氏 

H27.8.21 
レベル１ 

受講者 
 58 名 

「ヘンダーソンの看護理論を理解し実践できる」 

酒田市立酒田看護専門学校 副学校長  草刈 妙 

H27.9.17 
レベル３ 

受講者 
 41 名 

「実習指導をするための効果的な知識・技術を習得し実践できる」 

山形県立保健医療大学 看護学科助教 山田 香 氏 

H27.11.13 

H27 年度 

個人研究 

ラダー４ 

研究者 

 15 名 

「統計処理ができ研究をまとめることができる」 

山形大学 医学部看護学科 成人慢性期看護学講座  

准教授 武田 洋子 氏 

H27.11.11 

H27 年度 

部署 

研究者 

 21 名 

「統計処理ができ研究をまとめることができる」 

山形大学 医学部看護学科 基礎看護学講座 

教授 片岡 ひとみ 氏 

H27.11.13 

H27 年度 

全看護 

職員 

184 名 

「自己を知り他者を認め温かな人間関係の構築ができる」 

 東北公益文科大学  

教授 國眼 眞理子 氏 
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○２名の看護師が、がん放射線認定看護師養成研修を受講した。平成２８年度には認定試験

を受験することを予定している。 

○日本海総合病院に対するＤＭＡＴ隊員養成のための研修の割り当てがなかったため、新た

なＤＭＡＴ隊員の育成は出来なかったが、現隊員の技能を維持するため、技能維持研修

に延べ２１名参加した。 

○多職種が協働し、効率的に良質な医療サービスを提供するため、栄養サポートチームや呼

吸サポートチーム等によるチーム医療を推進した。 

○地域医療に貢献する優秀な看護師又は助産師を確保するため、新たに３名、合計１０名の

看護学生等に修学資金の貸与を行った。 

 

ｂ）事務職員の確保と専門性の向上 

○係長級以上のプロパー事務職員に管理者研修を実施し、医療職とともに病院運営に関わる

重要性を学び、また、ＯＪＴ意識の醸成を図った。 

○外部講師による次のような研修会を開催し、医師事務作業補助者の専門知識の習得と資質

向上を図った。 

実施日等 研  修  内  容  等 参加人数 

H27.11.12 

日本海総合病院 

講堂 

第１回 診療報酬研修会 

「ＤＰＣ請求症例について現状とポイント」 

株式会社ニチイ学館酒田支店 病院課長 橋場 千春 氏 

フロントマネージャー 齋藤久美子 氏 

１０９名 

(うち医師事務作業

補助者１７名) 

H28.3.25 

日本海総合病院 

講堂 

第２回 診療報酬研修会 

「平成２８年度診療報酬改定について」 

株式会社ニチイ学館酒田支店 病院課長 橋場 千春 氏 

１３９名 

(うち医師事務作業

補助者２２名) 

 

⑤医療サービスの効果的な提供 

  ａ）地域連携の推進 

○庄内地域の中核的な医療機関及び地域医療支援病院としての役割を果たすとともに、他の

医療機関との役割分担及び連携の強化を図り、地域医療支援病院の指定要件である紹介率

５０％以上、逆紹介率７０％以上の目標を達成した。 

    【実績】紹介率及び逆紹介率（通期）              

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

紹 介 率 ６１．５％ ６２．２％ ４７．２％ ５２．７％ 

逆紹介率 ４５．２％ ４７．２％ ６７．５％ ７７．８％ 

※地域医療支援病院における算出方法による。（歯科口腔外科を含む。） 

○他の医療機関との連携を図ることを目的に、各診療科、専門外来、紹介予約、ＰＥＴ／Ｃ

Ｔ検診及びちょうかいネット等の案内を収録した「診療のご案内２０１５」（冊子）を作

成し、県内及び秋田県・新潟県の一部の病院、診療所に配布した。 
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○日本海総合病院は、山形県立こころの医療センターと平成２６年度から締結している「医

療連携及び緊急時の患者搬送措置に関する覚書」及び「医療観察保護法対象者の入院受入

協定書」に基づき、医療観察法病棟等に入院した患者で、急性期医療が必要となった患者

等の受入れに、引き続き備えた。 

○地域包括支援センターや地域の介護・福祉機関との連携を強化し、介護・福祉機関との積

極的な情報交換や、退院時カンファレンスの取組みの強化等により、医療から介護・福

祉へと切れ目のないサービスの提供に努めた。 

【実績】指導件数（日本海総合病院） 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

退院時共同指導  ５７件  ５３件  ７３件  ６８件 

介護支援連携指導 ６６０件 ７７５件 ７９５件 ８７７件 

【実績】指導件数（酒田医療センター） 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

退院時共同指導   ０件   ０件  ０件   ０件 

介護支援連携指導  ３８件  ３２件 ４１件  ５８件 

 

ｂ）ＩＴネットワークの活用（「ちょうかいネット」の活用推進）  

○平成２３年４月から稼働した「ちょうかいネット」について、利用する医療機関等の拡大

を図った。新たに開示施設としてやまがた健康推進機構と連携し、健診情報の共有に向け

て協議を行った。 

【実績】利用状況 ※各年度の３月３１日現在 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

病院 15 施設 16 施設 17 施設 20 施設 

医科診療所 53 施設 61 施設 62 施設 63 施設 

歯科診療所 6 施設 9 施設 14 施設 15 施設 

調剤薬局 11 施設 13 施設 13 施設 17 施設 

介護老人保健施設 4 施設 5 施設 6 施設 7 施設 

訪問看護ステーション 2 施設 3 施設 3 施設 5 施設 

介護事業所 0 施設 1 施設 29 施設 31 施設 

その他 1 施設 1 施設 1 施設 2 施設 

利用施設 合計 92 施設 109 施設 145 施設 160 施設 

延登録患者数 6,669 名 11,335 名 15,828 名 20,817 名 
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ｃ）地域連携クリティカルパスの活用 

○「ちょうかいネット」を活用し、大腿骨頚部骨折、５大がん、前立腺がん、脳卒中の地域

連携クリティカルパスの適用件数の増加に努めるとともに、病診連携を考慮した心臓リハ

ビリテーションクリティカルパスを引き続き運用した。 

    【実績】地域連携クリティカルパス適用件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

肺 が ん ０件 ０件    ０件 ０件 

大 腸 が ん １３件 １９件   ２１件 １５件 

肝 が ん ０件 ０件    ０件 ０件 

乳 が ん ２４件 １８件   １４件 １７件 

胃 が ん ９件 ２７件   １９件 ２４件 

大腿骨頚部骨折 １０５件 １１８件  １４４件 １１０件 

脳 卒 中 ９２件 ２９０件  ２４６件 ２２６件 

心臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ   ８７件 １１２件 

前 立 腺 が ん    １７件 ４８件 

    

⑥庄内地域における医療水準の向上 

○診療業務のため鶴岡市立荘内病院、酒田市立八幡病院、医療法人健友会本間病院に医師を

派遣する等、庄内地域の他の医療機関との交流及び連携強化を図った。 

○平成２３年度から日本海総合病院内に開設されている、山形大学医学部先端分子疫学研究

所酒田分室について、継続して調査活動に協力した。 

○日本海総合病院は、酒田市立酒田看護専門学校の実習施設として９３名の看護学生を受入

れるとともに、他の専門学校等からも８名の看護学生を受入れた。 

○看護師１名を、群馬県立健康科学大学「看護教員養成課程」に派遣し、看護教員として育

成した。 

○地域の医療従事者を含め、次のような研修会等を開催した。 

実施日等 研  修  内  容  等 参加人数 

H27.6.12 

日本海総合病院 

感染症研修会 

「真菌症治療と管理の最前線」 

 千葉大学真菌医学研究センター病原真菌研究部

門 

臨床感染症分野 教授 亀井克彦 氏 

２５７名 

(うち院外６名) 

H27.7.22 

日本海総合病院 

緩和ケア勉強会 

「がんの痛みを緩和する」 

日本海総合病院 診療部長 菅原浩 

同 薬剤部 薬剤専門員 阿部美佐緒 

１１２名 

(うち院外２９名) 

H27.8.7 

日本海総合病院 

緩和ケア勉強会 

「がん疼痛治療科の最前線」 

がん研究有明病院 緩和ケアセンター 

緩和・がん疼痛治療部 部長 服部政治 先生 

１１０名 

(うち院外２５名) 
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H27.10.20 

日本海総合病院 

感染症研修会 

「Ｂ型肝炎再活性化対策講演会 」 

能代山本医師会病院 

消化器内科 科長 渡辺大亮 先生 

 ６０名 

(うち院外５名) 

H27.10.23 

日本海総合病院 

感染症研修会 

「新型インフルエンザ等発生時に備えた院内感染

対策」 

山形大学医学部附属病院  

検査部長 森兼啓太 先生 

２４６名 

(うち院外６２名) 

H27.11.4 

日本海総合病院 

緩和ケア勉強会 

「脊椎移転の患者さん！・・どう対処する？ 

＝すべきこと／してはいけないこと＝」 

 日本海総合病院 診療部長 尾鷲和也 

 同 放射線科 科長 三輪弥沙子 

１１８名 

(うち院外３１名) 

H27.12.4 

日本海総合病院 

認知症疾患医療センター 

「認知症と薬物療法／非薬物療法」 

 日本海総合病院 精神科 科長 澁谷譲 

 社会福祉法人さくら福祉会  

つどいの家若浜 所長 阿部涼子 氏 

地域包括支援センターあけぼの 

 所長 碇谷真弓 氏 

遊佐町地域包括支援センターゆうすい 

 主任介護支援専門員 佐藤ひとみ 氏 

 １６９名 

(うち院外１３５名) 

H28.1.13 

日本海総合病院 

緩和ケア勉強会 

「せん妄診療 advanced」 

日本海総合病院 精神科 科長 澁谷譲 

  ９７名 

(うち院外２４名) 

Ｈ28.1.22 

日本海総合病院 

感染症研修会 

「血液培養について」 

日本ベクトン・ディッキンソン株式会社 

塩浦真紀 氏 

 ３９３名 

(うち院外０名) 

○地域連携緩和ケア協議会を３回開催し、延べ１３８名（うち院外は延べ４３名）が参加し

てワークショップ形式による症例検討を行った。 

 

⑦住民の意識の啓発 

○地域住民を対象に市民公開講座を開催し、乳がんに関する情報提供を行った。 

実施日等 研  修  内  容  等 参加人数 

H27.8.23 

ホテルリッ

チ＆ガーデ

ン酒田 

「乳がん治療－最近の話題－」 

日本海総合病院 診療部長兼乳腺外科部長 天野吾郎 

「乳房再建術について」 

日本海総合病院 診療部長兼形成外科部長 柏英雄 

「キレイの魔法」 

石巻赤十字病院 ソシオエスティシャン 瀬戸真由美 氏 

２０６名 

○患者、地域住民向け及び関係者向け広報誌「あきほ」を年間４回発行し、住民等の医療や

健康等に対する意識の啓発に努めた。  
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   ○他の機関等が行う地域の医療従事者や住民に対するセミナー等について、講師の派遣を積

極的に行った。 

実施日等 事  業  内  容  等 

H27.5.27 

H27.6.24 

H27.7.8 

生涯学習施

設「里仁館」 

平成 27 年度 酒田市健康講座 

①「足の動脈硬化症について」   循環器内科 科長 近江晃樹 

②「ひざの痛みの治療法」 診療部長(兼)整形外科部長 針生光博 

③「口の中の病気を防いで健康になろう」 

                 歯科口腔外科部長 櫻井博理 

H27.7.25 

庄内町文化

創造館 

響ホール 

平成 27 年度 神経難病の方の医療福祉相談会 

「家で安心して生活するために 

     ～病院と在宅医療との連携について～」 

診療部長(兼)神経内科部長 鈴木義広 

 

（３）患者・住民サービスの一層の向上 

○待ち時間対策を含めた患者サービス向上対策の一環として、エントランス機能向上対策プ

ロジェクトチームを立上げ、エントランスのリニューアルを行い、併せて、医療提供に伴

う運用の変更等を行った。 

○外来採血室に、採血・採尿受付システムを導入し、検査待ち時間の大幅な短縮を図った。 

○患者満足度向上委員会において、患者満足度アンケートを実施し、患者ニーズの把握に努

めた。（外来で９７９件、病棟で２４８件の回答があった。）また、患者サービス向上の

取り組みとして医療技術職員を中心に接遇マナー研修会（45 名参加）を実施した。 

○ＳＮＳ（フェイスブック、ツイッター）での情報発信と共に、ホームページのコンテンツ

の見直しを行い、発信力の強化を図った。 

○設備などの改修・補修を行い、次のとおり院内環境の整備を図った。 

整備箇所等 整  備  内  容 

外来２階床改修工事 床材のはがれ等劣化が進んでいるため、張替えを実施した。 

小児科診察室建具改

修工事 

既存棟の外来診察室の扉は押し扉で、入り口部分も狭かったため、

車イス等が出入りしやすいよう引き戸に改修を行った。 

特別室改修工事 
既存病棟（４階東西、５階東西）の特別室のユニットバス及びキ

ッチンが劣化しているため、改修を行った。 

○平成２０年度から継続して重症心身障がい児（者）短期入所事業を行った。 

【実績】延べ利用者数 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

２８名 １４名 ２１名 ２１名 
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   ○病児・病後児保育事業を酒田市から受託し、「あきほ病児・病後児保育所」において継続

して当該事業を行った。また、酒田市以外の乳幼児等も受け入れた。 

    【実績】病児・病後児保育事業延べ利用者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ利用者数 ３０４名 ２３３名 ２９１名 ２６３名 

（うち酒田市

以外の乳幼児） 
－ － － （２名） 

○地域交流事業として９月に「あきほ祭り」を催し、酒田地区医師会に加え鶴岡地区医師会

の協賛によるバザーを開催した。また、展示即売施設「あきほ市」については、常設即売

施設として継続して運営を行った。 

 

（４）法令等の遵守と情報公開の推進 

○平成２４年度に定めた基本理念等を、職員研修の場で周知を図るとともに、「病院概要」

や「診療のご案内」、また、ホームページ等も活用し、内外に広く周知を図った。 

○新規採用職員（４２名）と看護部職員（７１７名）に重点を置き、セキュリティ研修を実

施した。対象者７５９名のうち、５０７名が受講した。 

○「ちょうかいネット」を利用している医療機関等に対し、情報セキュリティ研修を実施し

た。対象施設１０５施設のうち、１４施設２７名が受講した。 

○インフォームド・コンセントを徹底するほか、カルテ等医療情報の情報開示については、

山形県情報公開条例及び個人情報保護条例の適用のもとに、県の機関に準じて行った。 

【実績】診療情報提供申出件数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

日本海総合病院 ４９件 ７０件   ６４件 ７４件 

酒田医療センター ７件 ２件    ２件 ３件 
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（５）医療安全対策の充実・強化 

○患者安全管理体制の推進・強化を図るため、医療安全対策委員会を中心に次のような活動

を行った。 

実施日等 研  修  内  容  等 参加人数 

H27.9.7 

日本海総合病院講堂 

「睡眠薬の適正使用」 

エーザイ株式会社 エーザイ・ジャパン地域包括ｈｈｃ 

ユニット総合マーケティング部 小野田 智 氏 

１８７名 

H27.9.7 

日本海総合病院講堂 

「医療事故調査制度」講演会 

①「医療事故調査制度成立までのあらすじと現状」 

医療法人尚愛会理事長 日本医療法人協会 常務理事 

医療安全部会長 小田原良治 先生 

②「医師法２１条正論「外表異状」と医療安全パラダイ

ムシフトの結晶「非識別加工」」 

医療法人社団いつき会  

ハートクリニック 院長 佐藤一樹 先生 

③「予期しなかった死亡の判断基準（医療事故と医療過

誤の取扱いの違いを踏まえて）」 

井上法律事務所 所長 井上清成 氏 

２１４名 

（うち院

外５４名） 

H28.2.22 

日本海総合病院講堂 

「当院インシデント事例より学ぶ～コメディカルからの

発信～」 

輸血室、臨床検査室、放射線ＭＲ室、ＭＥ室 

２３１名 

   ○医療安全管理者を中心に、各部署の医療安全推進者（リスクマネージャー）と連携しなが

ら、インシデントの事例共有、分析、改善策を検討し、医療安全対策の一層の向上に努

めた。 

 

２ 人員配置の弾力的運用 

 

（１）負担軽減 

○医師の負担軽減を図るため、引続き各病棟などに医療クラークを配置した。 

 【実績】医療クラークの配置数 

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

５９名 ５４名   ５２名   ６０名 

   ○看護師の負担軽減を図るため、看護補助者及び事務補助者を配置した。 

【実績】補助者の配置状況 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 
看 護 

補助者 

事 務 

補助者 

看 護 

補助者 

事 務 

補助者 

看 護 

補助者 
事 務 

補助者 
看 護 

補助者 
事 務 

補助者 

病 棟 ６６名 １４名 ６７名 １６名 ６４名 １２名 ６０名 １２名 

その他 １８名  ８名 ２０名 １１名 ２２名 １８名 ２０名 １８名 

合 計 ８４名 ２２名 ８７名 ２７名 ８６名 ３０名 ８０名 ３０名 
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   ○病棟看護師の負担軽減に資するため、平成２７年１１月から、４階南病棟において二交代

制勤務の試行を開始した。 

 

（２）障がい者雇用 

○障害者雇用促進法に基づき、障がい者の雇用促進及び有効活用に努めた。 

【実績】雇用率 

Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

０．６５％ １．４７％ １．７１％ 
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３ 施設整備及び医療機器等の整備計画   

（単位：百万円） 

区  分 執行額 財 源 

資本支出 

 建設改良費 

  医療機器整備 

  その他（改修工事等） 

 

669 

571 

98 

設立団体からの長

期借入金、出資（出

資債）及び自己資

金 

 

（１）高度医療機器の計画的な更新・整備  

○高度専門医療等の充実のため、平成２７年度は次のとおり高度医療機器の更新・整備を 

行った。                                                            

診療科 機 器 名 備 考 

放射線部 循環器系Ｘ線診断装置 更新 

放射線部 デジタルＸ線ＴＶシステム 更新 

検 査 部 採血採尿受付システム 新設 

内  科 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 
薬剤管理支援システムほか 

更新 

（酒田医療センター） 

 

（２）建物総合診断 

○将来の大規模修繕を見据えて実施した建物総合診断の結果を踏まえ、中長期修繕計画を策

定した。 
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４ 患者動向と収支の実績 

平成２７年度における患者数と収支は、次のとおりであった。 

 

（１） 患者数 

 

 区  分 

日本海総合病院 酒田医療センター 計 

Ｈ２６ Ｈ２７ 増減 Ｈ２６ Ｈ２７ 増減 Ｈ２６ Ｈ２７ 増減 

延入院患者数

(人) 
185,273 190,458 5,185 34,237 35,486 1,249 219,510 225,944 6,434 

実入院患者数

(人) 
16,295 16,252 △43 625 573 △52 16,920 16,825 △95 

入院/１日 

(人) 
507.7 520.4 12.7 93.8 97.0 3.2 601.5 617.4 15.9 

病床利用率 

(％) 
78.6 80.6 2.0 82.3 85.0 2.7 － － － 

病床回転率 

(％) 
266.8 260.7 △6.1 53.9 49.5 △4.4 － － － 

平均在院日数

(日) 
11.4 11.7 0.3 56.4 61.6 5.2 － － － 

延外来患者数

(人) 
333,249 340,823 7,574 828 810 △18 334,077 341,633 7,556 

新外来患者数

(人) 
29,807 32,318 2,511 43 59 16 29,850 32,377 2,527 

外来/１日 

(人) 
1,365.8 1,402.6 36.8 3.4 3.3 △0.1 1,369.2 1,405.9 36.7 

病床数 

（床） 
646 646 0 114 114 0 760 760 0 

  

 

（２）患者一人当たりの診療単価 

（単位：円） 

日本海 

総合病院 
Ｈ２６ Ｈ２７ 増 減 

酒田医療 

センター 
Ｈ２６ Ｈ２７ 増 減 

入  院 61,012 62,990 1,978 入  院 24,101 26,555 2,454 

外  来 13,055 14,713 1,658 外  来 3,067 3,574 507 
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（３）予算及び決算 

 

                              （単位：百万円） 

区分 
予算額 

（当 初） 
決算額 

差額 

(決算 - 予算) 

 収 入 20,772 22,097 1,325 

  営業収益 17,762 19,122 1,360 

    医業収入 17,157 18,537 1,380 

    運営費負担金 605 585 △ 20 

  営業外収益 1,095 1,106 11 

    運営費負担金等 924 912 △ 12 

    その他 171 194 23 

  資本収入 1,913 1,865 △ 48 

    金銭出資の受入 1,235 1,236 1 

    長期借入金 678 629 △ 49 

  その他の収入 2 5 3 

 

                              （単位：百万円） 

区分 
予算額 

（当 初） 
決算額 

差額 

(決算 - 予算) 

 支 出 19,936 20,511 575 

  営業費用 16,787 17,403 616 

    医業費用 16,590 17,218 628 

      給与費 8,987 9,129 142 

      材料費 4,457 5,056 599 

  
 

  経費 3,031 2,954 △ 77 

  
 

  研究研修費 115 78 △ 37 

    一般管理費 197 185 △ 12 

  営業外費用 361 353 △ 8 

  資本支出 2,787 2,754 △ 33 

    建設改良費 704 669 △ 35 

    長期借入金返還金 2,078 2,079 1 

    修学資金貸付 5 6 1 

  その他の費用 1 1 0 

   ※項目毎に端数処理をしているため、合計額が一致しない項目がある。 
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（４）収支計画 

 

（単位：百万円） 

区    分 
予算額 

（ 当 初 ） 
決算額 

差額 

(決算 - 予算) 

 収 入 18,824 20,226 1,402 

  営業収益 17,736 19,103 1,367 

    医業収益 17,125 18,508 1,383 

    運営費負担金収益 605 585 △ 20 

    資産見返補助金等戻入 6 10 4 

  営業外収益 1,086 1,098 12 

    運営費負担金収益 924 912 △ 12 

    その他医業収益 162 186 24 

  その他の収入 2 25 23 

 支 出 18,789 19,416 627 

  営業費用 17,863 18,377 514 

    医業費用 17,679 18,205 526 

    一般管理費 184 172 △ 12 

  営業外費用 915 966 51 

  その他の費用 11 73 62 

純 利 益 35 810 775 
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（５）資金計画 

 

（単位：百万円）  

区    分 
予算額 

（ 当 初 ） 
決算額 

差額 

(決算 - 予算) 

資金収入 37,647 31,826 △ 5,821 

  業務活動による収入 18,895 19,897 1,002 

    診療業務による収入 17,158 18,218 1,060 

    運営費負担金による収入 1,529 1,497 △ 32 

    補助金等収入 38 52 14 

    その他の業務活動による収入 170 130 △ 40 

  投資活動による収入 13,525 6,525 △ 7,000 

  補助金等収入 25 25 0 

    有価証券の売却による収入 13,500 4,000 △ 9,500 

    定期預金の払出による収入 0 2,500 2,500 

    その他の投資活動による収入 0 0 0 

  財務活動による収入 1,913 1,865 △ 48 

    長期借入による収入 678 629 △ 49 

    金銭出資の受入による収入 1,235 1,236 1 

  前年度からの繰越金 3,314 3,539 225 

資金支出 33,462 27,603 △ 5,859 

  業務活動による支出 17,170 17,264 94 

    給与費支出 9,053 9,105 52 

    材料費支出 4,457 5,072 615 

    その他の業務活動による支出 3,660 3,087 △ 573 

  投資活動による支出 14,209 8,260 △ 5,949 

    有形固定資産の取得による支出 704 754 50 

    有価証券の取得による支出 13,500 4,000 △ 9,500 

  定期預金の預入による支出 0 3,500 3,500 

    その他の投資活動による支出 5 6 1 

  財務活動による支出 2,083 2,079 △ 4 

    長期借入の返済による支出 865 866 1 

  
  

  

移行前地方債償還債務等の 

償還による支出 
1,213 1,213 0 

その他の財務活動による支出 5 0 △ 5 

翌年度への繰越金 4,185 4,223 38 
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５ その他業務運営に関する事項 

（１）就労環境の整備 

○「あきほ保育園」では、年末・年始（１２月２９日から１月３日）を除き、２４時間保育

を実施した。 

○病児・病後児保育事業を引続き酒田市から受託し、当該事業を活用し職員の子育て支援を

行った。 

【実績】病児・病後児保育事業延べ利用者数 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

延べ利用者数（再掲） ３０４名 ２３３名 ２９１名 ２６３名 

(うち職員利用者数) （８５名） （１０４名） （１０５名） （９６名） 

 

（２）人間ドック・検診における連携 

○日本海総合病院では、酒田市が実施した「内視鏡ドック（ＰＥＴ検診含む）」のうち上・

下部内視鏡、胸部ＣＴ及びＰＥＴ／ＣＴを継続して担った。 

   【実績】内視鏡ドックの実績 

 Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

上部内視鏡 １３８件 １４３件 １４２件 １２２件 

下部内視鏡 １３８件 １４３件 １４２件 １２１件 

胸部ＣＴ １３９件 １４３件 １４２件 １２３件 

PET／CT（再掲） － １０５件 ４９件 ５２件 

○酒田地区医師会及び公益財団法人やまがた健康推進機構と役割分担を行いながら、連携し

て地域住民の検診を行った。 

○日本海総合病院は、酒田市へのふるさと納税の特典として、納税額に応じた３つの健診コ

ースを設定し人間ドックを実施した。 

【実績】 

 内容 利用者数 

２０万円コース ＰＥＴ／ＣＴ（半日） １０名 

３５万円コース １泊２日   ０名 

５０万円コース ２泊３日   ２名 

 

（３）地球環境にやさしい病院づくり 

   ○日本海総合病院において、既存棟の外来・リハビリ・管理部門及び共用部を中心に、蛍光

灯２，２３８本をＬＥＤ照明に更新した。 

 

（４）酒田市飛島診療所への支援 

   ○日本海総合病院は、４～１０月までの間、週１回、延１７名の医師を派遣するとともに、

飛島診療所の救急患者対応を支援し、２名の患者をドクターヘリで受入れた。 
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（４）その他 

   ○設立団体と協議を行いながら、第３期中期計画を策定した。また、基本構想等の再検討に

ついては、山形県の地域医療構想策定作業の動向や地域医療の動向を踏まえ、必要に応じ

て検討を行うこととした。 

○平成２７年１１月６日（金）ホテルリッチ＆ガーデン酒田において第 4回全国地方独立行

政法人病院協議会総会を開催し、全国の会員病院と情報交換を行った（参加人数１６８名）。 

○日本海総合病院が、地域医療の確保に重要な役割を果たし、経営の健全性も確保されてい

る病院であることが評価され、全国自治体病院開設者協議会及び全国自治体病院協議会両

会長から表彰を受けた。 


